第938回 生物科学セミナー
日時：　　9月27日（木）　16:40-18:10
演者：　原山　重明　教授 （中央大学理工学部）
演題:　光合成で石油を作る
　微細藻類の持つ単位面積当たりの光合成能力は、高等植物の能力の10 倍にも達すると言われており、米国を中心に、微細藻類バイオマス由来のバイオマス燃料（以下藻バイオマス燃料と記す）生産の研究が盛んに行われている。しかし、商業ベースでの藻バイオマス燃料製造の実用化には多くの解決すべき課題が存在する。その第一が屋外培養の困難さである。米国では大規模なレースウェイ型オープン・ポンドが続々と建設されてきたが、いざ培養を開始したところ、原生生物や他の微細藻類などの混入（コンタミネーション）が発生し、その8割で目的とする微細藻類を安定的に収穫できず、操業停止に追い込まれている。その第二が、藻バイオマス燃料の生産コストである。現在屋外大量培養に成功している微細藻類においても、燃料の予測価格（藻バイオマス燃料の実用生産は実現されておらず、机上計算での価格）は500 円～3000 円/kgと高い。我々は、単細胞性緑藻、Pseudochoricystis ellipsoidea、を用いた藻バイオマス燃料の実用化を目指し、バイオマス生産から中間処理を経て最終生成品製造に至るまでの各工程についてそれぞれ最適化を図り、一貫したプロセスとするためのさまざまな研究を、多くの企業・大学と共同で実施している。その中の中心テーマとして、油脂を低コストで生産するのに適した品種の開発を行っている。例えば、アンテナ・クロロフィルのサイズが減少した突然変異体は、屋外大型水槽での培養での増殖速度が野生株よりも30%以上改良されていた。また、油脂含有量が60%以上増加した突然変異体を分離した。これらの突然変異部位を、全ゲノム塩基配列を決めることにより同定し、上記のバイオマス／油脂生産性改良のメカニズムを推定した。
参考文献　藻類由来のバイオ燃料
（http://www.yomiuri.co.jp/adv/chuo/research/20100812.htm）
場所：　理学部２号館　２２３号室 
担当：　東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・生体制御研究室
